
　今回は５大奉仕委員会前期の活動報告です。それぞれ

の委員長に発表していただきますが、組織表やその内容

が変化したにもかかわらず、それぞれ成果が実現しつつ

あるかと思います。

　これも各委員長を中心に委員会メンバーの方々、そし

て全会員のご理解と御協力のお陰と感謝いたします。

　私も前半期の会長挨拶をより楽しいロータリーとす

る為に「ロータリーのいろは」を活用し、多少堅苦しい内

容かとは思いましたが、ロータリーを知らずして、楽し

いロータリーライフは有り得ないとの思いから実施し

てまいりました。

　後期はさらにロータリーを知っていただく為に方法

を変えグレードアップさせます。ＲＩには、視聴覚資料

として多くの映像が用意されています。理事会で予算も

いただきました、また山本章会員の協力でテープのサイ

ズも使い勝手が良い様に修正していただきました。次回

から活用致しますのでご期待ください。

　私は、前期の会長挨拶の内容を作成する毎に、多くの

知らなかった事を知る事が出来ました。

　前期は、ロータリーの規定や考え方等について多く取

り上げましたが、後期は、ＲＩの活動を映像によって公

開します。

　我々会員が、ＲＩに上納したお金がどのように活用さ

れているか等が理解出来る内容かと思います。

　それをより深く知る事によって、ロータリアンとして

誇りや更なる使命感等が向上し、ロータリーライフがよ

り楽しくなると確信致します。

 

１．新年合同例会ご出席ありがとうございました。

　当日、登録して欠席された方また当日おみやげをお持ち

にならなかった方用意してありますので申し出てください。

２．社会福祉法人　函翠会様、三島大社様より年賀状がまい

ております。

３．三島大社より来る２月１１日午前１０時より建国記念

の日奉祝式典のご案内が来ておりますのでご主席される方

ご案内状をお渡ししますので申し出てください。

４．２月２日のＩＭの駐車場が会場の向かいに用意されま

したので当日駐車宜しくお願い致します。

５．本日、例会終了後、レストランにて定例理事、役員会を開

催致しますので関係者方々よろしくお願い致します。



１、会員の皆さんには後期の会費１３万円の納入をよ

　　ろしくお願いいたします。

２、今年度よりＣＬＰに基づくクラブ細則の検討をし

　　てきましたが、前期では新会員の推薦手順につい

　　てだけでしたが、検討を重ね、会長はじめ理事の

　　皆さんや会員の皆さんから合意が取れたのではな

　　いかと思っています。具体的にはホームページの

　　週報を見ていただけばよいのですが、会員全員が

　　空けて見る行為は容易ではないのではと思います。

　　大房年度で会員名簿を作成する時に「推薦手順の

　　表と解説」は参考にしていただければ幸いです。

３、また、この半年間会計をやらせていただいて、ク

　　ラブの改革を会計を通して急がなくてはと思った

　　次第です。

４、早急に実行しなくてはならないと思っていること

　　は、大房年度の計画書を作る際、一般会計予算書

　　を作ることになると思いますが、今年度中にＣＬ

　　Ｐに基づいたクラブ細則を検討し、収支、決算報

　　告書の報告様式、奉仕事業に対する資金調達方式、

　　特別会計に対する皆さんの認識が出来上がってい

　　なければならないと思います。

５、旧来の会計業務はクラブ細則の第３条役員の任務

　　の中の第５節と第１０条財務の第１節から第５節

　　まで記載されており、従前のとおり予算書決算書

　　を作成すればよい事でありました。またスマイル

　　についての認識は、内部規定第７条に自発的に献

　　金するとしか記載されていませんから、前年度ス

　　マイルと前年度繰越金がまぜこぜになって次年度

　　会計のなかの繰越金と特別会計に入っているため

　　会計報告が出来る直前までよくわかない状態でし

　　た。

６、ＣＬＰに基づくクラブ細則では、第４条役員の任

　　務のなかの第５節、第１２条の財務のなかで第１

　　節から、第６節まで本会計に関する事が記載され

　　ています。

７、特に第１節で予算はクラブ運営に関する予算と、

　　慈善・奉仕活動運営に関する予算に分けなさいと

　　あります。またクラブの資金についても第２節に

　　クラブ運営と奉仕プロジェクトに分けなさいとな

　　っています。

８、改訂版「ロータリー情報マニュアル」ＲＩ２６５

　　０地区ロータリー情報マニュアル編集委員会定価

　　２０００円、３８０ページによると会計基準につ

　　いて解説していますが、個人や企業会計で食費や

　　個人的費用が必要経費として認められないように、

　　ロータリーの会計も一般管理費と委員会費用を会

　　費とし、個人で支払う性質の費用は個人のポケッ

　　ト・マネーから支払う習慣をつけなくてはならな

　　いとしています。

　　　実際は食事を個人で調達する事は還って時間と

　　費用の点を考えると実行するのは困難ではないか

　　と思います。

　　　個別負担金会計はどうするかという事が検討事

　　項です。

９、また「上記マニュアル」にはスマイル会計は会員

　　が受益者とならない奉仕プロジェクト（職業奉仕、

　　社会奉仕、国際奉仕）の資金として支出し、前年

　　度のスマイルの実績収入総額を限度額としていま 
　　す。

太田政人君：合同新年会、欠席しました。
大房正治君：７クラブ合同新年会にはご協力ありがとう
ございました。無事終了いたしました。
兼子悦三君：誕生日が２０日です。たぶん今日お祝いの
発表だと思いますので、スマイルしておきます。
澤田稔君：公的機関であります日本自動車公正取引協議
会の理事に就任しました。理事長はトヨタ自動車会長の
張富士夫氏です。全国の自動車販売会社のコンプライア
ンス指導監督で全国を飛び回ると思います。
田中四史生君：１１日の７クラブ合同新年会、親睦委員
の皆様ごくろうさまでした。
田中四史生君：白寿になる母が転んで骨折しました。金
具を入れる手術が無事に済み、ほっとしました。手術す
る根性が素晴らしいと思っています。
中村徹君：７クラブ合同新年会では、会長はじめ親睦委
員会の皆様ごくろうさまでした。
山口辰哉君：誕生日の花、ありがとうございました。今
年もよろしくお願いします。
山本良一君：クリスマス家族会、７クラブ合同新年例会
と親睦委員会の大事業を会員皆さんのご協力により予定
通り実施することができました。大変ありがとうござい
ました。
Ｄテーブル会：１６日に清水町の「中むら」でテーブル
会を行いました。古屋会長に出席していただき、ありが
とうございました。残金をスマイルします。



■日　時　平成２０年１月１８日（金）１９時３０分より

■場　所　三島グランドホテル　レストラン

■出席者　古屋　西原　澤田　兼子　保坂　野中　田中

　　　　　中村　片野　大房　山本　山口　矢岸　鈴木

　　　　　オブザーバー　　　

■欠席者　渡辺　山梨　望月

■記録者　鈴木政則

■司会者　西原

■会　長　古屋会長挨拶

　国際奉仕と国内奉仕の２大小委員会に区分されています。

　国外では、タイ国への放置自転車贈呈に尽きます。責任者

野中パスト会長、世話人根津さんのもと、古谷会長を団長と

して２名で参加しました。これに関しましては、幾度か発表

の機会をいただきました。素晴らしい海外奉仕ができたの

ではないでしょうか。５回目、５年の実績に重いものを感じ

ます。スリウォンクラブにしても当クラブにしても、毎年担

当者、出席者が変わります。しかし和気藹々と暖かい気持ち

の中でプログラムが進行します。私はこれからも継続の力

を大切にするべきだと考えます。１月１１日の７クラブ合

同新年会に、自転車贈呈式の模様をビデオ放映してくださ

　会員増強につきまして、８月の会員増強月間にフォーラ

ムを開催しました。皆さんから新会員候補者のリストをい

ただきましたが増強に結びつかず、大変申し訳なく思って

おります。また９月には古屋会長、山梨副委員長、兼子パス

ト会長にも同席していただき、２名の入会見込み者を食事

会に招いて、気楽にロータリーの説明会を開催したことも

ありましたが、増強には至りませんでした。今も１名の女性

会員候補の方を勧誘中です。

　下期には、皆さんのお力をお借りして、今年度末までに会

員４０名のクラブを目標にがんばりたいと思います。よろ

しくご協力の程お願い申し上げます。

　また、情報に関しましては、今年度古屋会長のテーマは「原

点を学ぶ」です。会長自ら「ロータリーのいろは」を例会挨拶

の中に取り入れています。当委員会は全会員の皆さんに１

週間毎ではありますが「研修のための私たちが理解するロ

ータリーの基礎知識」冊子を回覧中です。できるだけ多くの

情報を知っていただくように、ぜひとも目を通していただ

きたいと思います。

５．前期欠席届に対する前期の効果結果について

　※古屋会長より説明

　・前期は、和食料理等で還元する

　・後期は、さよなら例会で還元する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・承認

６．その他

　・理事会では、コーヒーを出す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・承認

■審議事項

１．クラブ名変更時期等について　

　　（国際ロータリーに申請の件）

　※西原幹事より説明

　・申請の時期は　４月まで申請を行う

　・バナー等は山口氏に担当をお願いしました

　・せせらぎ三島で使用する事に問題はないのか大房氏が

　 三島市に聞く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・承認

２．地域開発プロジェクト委員会　３月９日植林事業につ

　 いて予算承認について
　※澤田氏より説明

　・事業予算が不足した場合は、特別予算より補充する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・承認

３．２０周年準備委員会設立について

　※片野氏より説明

　・準備委員会を設立する　　　　　　　 　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・承認

４．意義ある業績申請について

  ※古屋会長より説明
　・ハンドベル、植林事業を申請する

　・会長、幹事が書類をまとめて申請する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・承認

　　　クラブとして奉仕プロジェクトを短期的と長期的

　　にわけ今後どのような活動方針を打ち出すか検討す

　　る必要があります。

１０、会計は本会計、個別負担金会計、スマイル、特別

　　会計に分けられ、特別会計を除いては、クラブ運営

　　予算と慈善・奉仕活動運営予算は単年度会計とし、

　　繰越金以外の費目の繰越金は行わないとしています。

１１、したがって特別会計は今後特別な周年事業がない

　　限り繰越金は発生しない事になります。

　　　以上ですが、理事の皆さんや会員の皆さんに後期

　　の会費を納入いただく機会に提案させていただきま

　　した。



った親睦委員会と制作者の山本章さん、ありがとうござい

ました。

　国内では、３月９日の植林奉仕が大きな事業となります。

責任者澤田パスト会長が着々と計画を煮詰めて下さってい

ます。親睦委員会の春の家族会と合同奉仕事業となります。

　当日は北中の生徒、保護者、先生方４０人が参加予定です。

一部の生徒とミセスアモーレの演奏も予定しています。植

林は継続事業になるようです。応援お願いいたします。

　古屋年度は、ＣＬＰを旗印に実施してまいりましたが、会

場監督（プログラム）、親睦（出席）、会計（細則検討）と委員会

は多いのですが、人数が少なく一人二役という委員が悪戦

苦闘を強いられています。その中で、夏の家族会、冬のクリ

スマス会と正月の７クラブ合同新年会を皆様の協力で無事

終了いたしました。後期に向かって、春の家族会は地域開発

プロジェクトと合同で、箱根の里でもみじの植林、ミセスア

モーレと三島北中学校とのジョイントコンサートを予定し

ています。

　ロータリー奉仕委員会の今年度における活動方針は、ロ

ータリー財団の支援、米山奨学事業の協力、米山梅吉記念館

の運営協力を主な活動方針として進めてまいりました。

■前期活動報告

　地区財団セミナーを通して、ロータリー財団の活動方針

を確認すると共に、クラブ内において卓話並びにクラブフ

ォーラムを通して会員の皆様と財団についての意識の高揚

を図る。また、財団の地区目標を達成に向けて協力をお願い

してまいりました。地区目標については、ロータリー財団寄

付、米山記念奨学事業寄付、米山梅吉記念館援助金の達成、

並びにベネファクター２名の方（中村さん、田中さん）加入

のお願い、奉仕プロジェクトのひとつである植林事業での

地区補助金の申請、米山奨学事業の協力として米山学友の

状況調査、米山梅吉記念館運営（秋の例祭運営委員会）等の

活動を実施してまいりました。

■後期活動予定

　後期においては、米山奨学事業の協力、奉仕プロジェクト

運営に沿っての地区補助金、ベネファクターの達成に向け

て、また米山梅吉記念館運営（春の例祭）に協力してまいり

たいと思います。

　ＩＴ化委員会では、当初の目標でした「週報」の非印刷化

に関しましては、なんとかクリアしました。一日、二日の遅

れがあったことはありましたが、だいたい例会日前にはネ

ット上にアップすることができています。またいろいろな

お知らせをメールで確認することも、皆さん苦にすること

なくできていると思います。あとはホームページ上の活動

内容、会員の交流広場などを充実させねばと思っています。

　クラブ外広報に関しましては、ボイスキュー「みんなの声

まる」にご参加いただいている会員企業数が２７社となり、

多くの会員の協賛を得ています。また、ロータリーを知って

もらうために「ロータリーの友」をＪＡ三島函南本店他５支

店、北上文化プラザ、中郷文化プラザなどの公共施設に配布

し、一般の方にも気軽に読めるようしています。


